
「シンビズム 2022」対話型鑑賞事業

持田 敦子《Steps》展 示

　世界的建築家 黒川紀章が手掛けた山ノ内町立志賀高原ロマン美術館。志賀高原の針葉樹林が立ち並ぶイメー

ジで設計された三角錐の展示ケースが並ぶ天井高 15m の 1 階ホールに、現代アーティスト 持田敦子によるイ

ンスタレーション作品《Steps》（2021）（TERRADA ART AWARD2021 片岡真実賞 受賞）が展示されます。

　独特な建築空間であるロマン美術館の展示室に、工事現場の単管と 3D に曲げられたパイプ、木材でつくら

れた螺旋階段をどのように組み合わせたのか。空間を体感しながら、作家本人とシンビズムワーキンググルー

プの学芸員たちとともに、おしゃべりをしながら作品鑑賞を行います。

開催日時：令和 5年 3月 18日 ( 土 ) 午前 11時 ～ 正午

場　所 : 山ノ内町立志賀高原ロマン美術館　〒381-0401 長野県下高井郡山ノ内町大字平穏 1465 

参加者：どなたでも自由にご参加、ご鑑賞できます。当日美術館ロビーにお集まりください。

お問い合わせ：Tel.0269-33-8855 / Mail.romangakugei@star.ocn.ne.jp

主催：信州アーツカウンシル（一財）長野県文化振興事業団）、長野県　共催：山ノ内町教育委員会

　　　　　　　

※美術館入館料が必要となります。　※大人 500 円 / 小中学生 300 円

持田敦子 (ATSUKO MOCHIDA)

1989 年東京都生まれ。現在・長野県飯田市在住。2018 年バウハウス大学ワイマール大学院、東京藝術大学大学院修了。
『Reborn-Art Festival 2019』では民家の一部を切り取って持ち上げるという作品、『北アルプス国際芸術祭 2020-2021』で
は 2 軒の住宅の一方にもう一方を挿入するという作品を発表した。『2020 年のさざえ堂―現代の螺旋と 100 枚の絵』（太田
市美術館・図書館）などに参加、大阪・北加賀屋の MASK［MEGA ART STORAGE KITAKAGAYA］に常設作品設置。近年で
は 2021 年『TERRADA ART AWARD 2021 ファイナリスト展』（寺田倉庫、東京）、2022 年 『越後妻有 雪の様相 Ⅰ』（越後
妻有里山現代美術館 MonET、新潟）にて《Steps》展示。
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